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論文の内容の要旨
　統計的比較問題における決定法は，理論的展開のみならず実用面においても重要な役割を果たすことが多い。本
論文では，複数個の母集団を母集団分布の未知母数について比較することで母集団の選択と分類と行う統計的推
測問題を考察し，要求される精度で行動決定するための方法とその性質を研究した。
（I）正規分布に従う複数個の母集団から，平均に関するある性質を有する母集団を選択する問題に対して，推測
　に与えられる要求を二段階の標本抽出で満足する決定法を構築した。二段階標本抽出の初期標本数が決定法に
　与える影響を解析し，構築した決定法の漸近有効性を2次近似まで精確に評価した。同様の結果は，母集団分
　布が二母数指数分布の場合でも得られることが分かった。
（巫）上記の選択問題に対して，標本数の定義式に調整母数を導入した純逐次標本抽出・加速型標本抽出・三段階
　標本抽出による決定法をそれぞれ構築し，漸近有効性を2次近似まで精確に評価した。シミュレーション実験
　を行い，構築された4つの決定法を確率と標本数の両面から比較・検討した。その結果，標本抽出の段階数が
　最も少ない二段階標本抽出による決定法でも，初期標本数を適切に選ぶことによって，段階数が最も多い純逐
　次標本抽出による決定法と同等の効率が得られることが数値的に確かめられた。母集団分布が二母数指数分布
　の場合に対しても種々の決定法が構築され，シミュレーション実験により決定法の比較・検討が行われた結果，
　正規分布の場合と同様の結論が得られることが確かめられた。
（皿）標本抽出の早い段階で，母集団の母数に差異が見られる場合について，（工）の選択問題を考察した。決定
　を多段階に分けて申間解析を行い，各段階で除外できる母集団はその後の標本抽出の対象からは外して，その
　ぶん対象となる母集団に推測の焦点を絞り込むための決定法を構築した。構築された決定法が（I）の推測の
　要求を満足することが証明された。シミュレーション実験によって，中聞解析を行わない決定法よりも，標本
　数の意味で効率に20～40％の改善が見られることが分かった。
（w）ある母集団（対照群）を基準にそれ以外の母集団（処理群）を母数に関して分類する問題を考察し，推測に
　与えられる要求を二段階の標本抽出で満足する決定法を構築した。対照群と処理群との標本数の分配比率・分
　類の臨界定数・標本数とからなる3つの計画定数の同時最適性を議論し，最適値を数値解析の手法を使って求
　めた。構築した決定法のシミュレーション実験を行い，対照群と処理群との標本数の分配比率が1に等しい場
　合と比べて，効率に10～20％の改善が見られることが分かった。
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（V）上記の分類問題に対して，（皿）のアイデアを発展して，中聞解析を1回だけ行って標本抽出の対象を絞り
　込むための二段階分類法を構築した。（W）と同様の解析を行い，中聞解析を行わない決定法よりも，効率に10
　～30％の改善が見られることが分かった。
審査の結果の要旨
　統計的決定理論において極めて重要な母集団比較について，選択と分類の両方の問題に新しい標本抽出の方法
論を与えた。特に，標本抽出の段階が進んで行くなかで，得られる情報を効率よく取り入れて推測の対象を絞り
込む申聞解析に関する理論，複数の計画定数の同時最適化に関する方法論等は，独創的な研究であり，実際問題
への応用の面からも有用であることとして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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